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『ル ー シ を め ぐ りて 』の 世 界

(自 伝的主人公 の問題 皿)

松 本 忠 司

1912年4月2日(新 暦15日),パ リで お こ な わ れ た,亡 命 ロ シ ヤ 人 た ち に

よ るゲ ル ツ ェン生 誕百 年 記 念 集 会 に おい て,マ ク シ ム ・ゴー リキ イは 未発 表

の新 作 短 編 小 説r人 間 の誕 生 』 を朗 読 した 。 カ フ カ ースの壮 麗 な 自然 の 中 で

生 まれ 出た 新 しい 生命 へ の讃 歌 で あ り,「 ロシヤ の地 の新 しい 住 民,未 知 の
くめ

運命 をになった人間」の,そ の創造的可能性に よせ る期待 にみた された短編

は,会 場を埋めつ くす参会者た ちを深 い感動の うちにつつみ こんだ。 「至 高

の使命 それは地上において人間で ある ことだ」 とい う,力 つ よい,誇 り

高 い 宣 言が ひび きわ た る この作 品 は,の ち に連 作rル ーシを め ぐ りて』 の 中
くの

に ま とめ られ た,29編 の 短編 小 説 の 開巻 を なす もので あ り,同 時 に,連 作

全体 に とって綱 領的意義を もつ。 それ は1910年 代,と くに1917年 の社会 主

義大革命 の準備期に おけ るゴー リキイの作家的姿勢 を明確に示す ものであ っ

(1)M.ropbKHth,Co6paHHeco脳HeHH曲B30-HToMax,rocnHTH3AaT,M.,

1948～1955,T.11,C.17.

(2)《noPycH》 の29編 の短 編 は,ゴ ー リキイ に よ って1912年 か ら1917年 に わ

た っ て書 か れ た もの で,最 初,個 別 的 に,各 種 雑 誌 や 単行 本 に発 表 され た 。 そ の

さい,多 くの短 編 に,《H3BocnoMHHaHWhnpoxonfllllero>>,《H3BneqaTneHHti

npoxonHlllero》,《OqepK》,《BocnoMHHaHua》 な どの 副 題 が 付 せ られ た 。1913

年,『 流 氷 』,「女 ⊥ 「故 人 』 な ど9編 が く<3anncKHnpoxonfliuero.1～2>><<H31(.

H.rl.Jlazlbl》KHmKoBa,BepnHH》 に ま とめ られ,さ らに1915年 に は 『人 間 の誕

生 』 か ら 『故 人 』 まで の11編 が 《noPyCH》 の 共 通 表 題 の も とに,《 》KH3Ub

H3HaHHe》 版 著 作 集19巻 に 収 め られ た 。 残 りの18編 は1918年 に 《Epanaur

MllpyrHepaccKa3bl》,(H3n.《rlapyc》,nrp.)の 表 題 で 単 行 出版 され た 。1923

年,《KHHra》 版 著 作 集 の た め に,ゴ ー リキ イ は 初 め て この29編 を 《flopYcH》

と して ま とめ た 。 本 稿 で は 注(1)の テ キ ス トに 拠 った 。 引用 文 の 末尾 に 当該 ペ ー

ジ を指 摘 した 。
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た 。

1905年 の 革命 の敗 北 後,ロ シヤ は,い わゆ る 《反 動 の 時 代 》 の恐 怖 の底

に沈 ん で い た。 革 命 に おけ る積 極 的 活 動 家 の 多 くが,絞 首 台 に,牢 獄 に,流

刑地 に送 られ,あ るい は異 境で の亡 命 生 活 を余 儀 な くされ てい た 。 ス トル イ

ピンの鉄 の弾 圧 の も とに,反 体 制 運 動 のい っ さい の試 み が 萌 芽 の うち に踏 み

つ ぶ された か に見 えた 。 昨 日は革 命 的 ヒ ロイズ ムに酔 った 急 進派 知識 人 の 多

くが,今 は絶 望 的 気 分 に 沈 ん で,理 想 を 放 棄 し,専 制 の旗 下 に くだ り,あ る

い は 個 人 の殻 に 閉 じこも った。 時 代 精 神 の衰退 は ロシヤ交 学 の上 に 濃厚 に影

を お と し,厭 世 主 義 的 気 分 が 文 壇 を 支 配 して いた 。 か つ て は 《革命 の海 燕 》

の作 家 ゴ ー リキ イ の まわ りに 結 集 した 民 主 主 義 的 な,リ ア リス ト作 家 集 団

も,こ の時 代 に は,反 動 の奔 流 に 押 し流 され て,変 質 と解 体 の運 命 に遭 遇 し

て いた 。 リア リズ ムの低 下 に か わ って,虚 無 的 個 人 主 義,病 的 神 秘 主 義,デ

カダ ン と動 物的 本 能主 義 が 文 学 界 を 席捲 し,レ オ ニー ド ・ア ン ドレーエ フ と

アル ツ ィバ ー シ ェフが 読 書 界 を魅 了 していた 。

しか し,反 動 が 勝 利 を謳 歌 す る,ほ か な らぬ この 時 代,非 妥 協 的 論 争 の中

か ら レーニ ンの党 建 設 が 進 め られ,解 放 運 動 の 中核 が 人 民 自身 の 内 部 に お い

て形 成 され てい った。

1912年4月 に レナ鉱 山 に お け る 労 働 者 射 殺 事 件 が 起 こる と,ロ シヤ の労

働 者 階 級 は,大 規模 な デ モ,ス ト,集 会 に よ って起 ち上 が り,抗 議 の 波は メ

ーデ ーの ゼ ネ ス トへ と高 ま って い った 。 この年 の8月,レ ー ニ ンは カ プ リ島

に滞 在 して いた ゴ ー リキ イに あ てた 書 簡 の 中 に,こ う指 摘 した,「 ロシ

ヤ で は,革 命 的 高 揚 が 起 こって い ます 。 ほか な らぬ,ま さに 革 命 的 な高 揚

くの

が 。」(傍 点原著者,原 文斜体)そ れ は,レ ーニ ンが 規 定 した よ うに,「 雄壮 な,

爽 快 な,力 つ よい,大 衆 自身 に よる運 動 」 で あ り,「 人 工 的 な,書 斎 の 中で

作 り上 げ られ た処 方 箋 を無 用 の ポ ロ屑 の ご と く掃 き捨 て て,前 へ,た えず 前

{3)《B.H.JleHHHMA.M.ropbKHH》,H3A.《HayKa》,M.,1969,c.85.
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の
へ と,進 んで ゆ く」 全 ロシヤ的 高 揚 を 意 味す る もので あ った 。 ツ ァー リズ ム

に は,こ の高 揚 を 自力 で 阻止 す る 可 能 性 は な か った 。1914年 の 夏に 勃 発 し

た第 一 次 大 戦 の 緊 張状 態 に よっ て,一 時 的 に で は あ るが,よ うや く回避 し得

た ので あ る。

社 会 的 高 揚 は,191d年 代 の文 学 運 動 の中 に 深 く反 映 され た 。 反 動 の時 代

に文 学 を呑 み こん だ デ カダ ン的 諸傾 向 の濁 流 は,新 しい,健 康 な潮 流 の前 に

道 を譲 り始 め た。 ロシヤ文 学 の 中 に 現 われ た 新 しい潮 流 を,ボ リシ ェヴ ィキ

ーの機 関 紙 『プ ラ ウダ』 は ,《 リア リズ ムの復 興 》 と性 格 づ け,ア ・ トル ス

トイ,ト レニ ョー フ,シ シ コフ,チ ャプイ ギ ンそ の 他,現 実 の 中 に生 きた 真

実 を 追 求 す る新 人 群 の登 場 を歓 迎 して,つ ぎの よ うに 評 した,「 彼 らは,

そ の作 品 の 中で,《 お伽 噺 的 な遠 い彼 方 》 で は な く,神 秘 的 な 《タ ヒチ人 》

で は な く,一 真 実 の ロシヤ生 活 を,そ の恐 怖 のす べ て,そ の到 る と ころに

存 在 す る月並 み さのす べ てを 含 め て,描 き出 して い る。」 「デ カ ダ ン派 の諸 氏

が 蘇 った リア リズ ムに 反対 して 闘 うの は,こ の 中 に 労働 運 動 の力 の反 映 が 感

じられ るか らに ほか な らない 。 彼 らは,自 分 た ち の 俗悪 な 《創 作伝 説 》 が,

プ ロ レ タ リア ー トに よっ て創 り出 され る生 活 の 前 に光 彩 を失 って,消 え失 せ

くの

て しま うこ とを 感 じ取 っ てい るの だ。」 時 代 の緊 急 の課 題 に鋭 敏 に反 応 した,

若 い リア リス ト作 家 た ちに と って,大 きな精神 的 支柱 とな り,導 きの 星 とな

った のは ゴ ー リキ イ の存 在 で あ った。

1906年 か ら1913年 の 末 まで,ゴ ー リキ イは 国 外亡 命 を余 儀 な くされ て い

た 。長 編 『母 』 の 出版 に 関連 してペ テ ル ブル ク地 方裁 判所 か ら出 され てい た

逮捕 状 と宿痢 の肺 患 進 行 が,ゴ ー リキ イ の帰 国 を 妨 げ て いた 。 しか し,国 外

に あ って も ゴ ー リキ イは,以 前 と同様,ロ シヤ文 学 の進 歩 的 傾 向 の事 実 上 の

指 導 者 と して の 活 動 を展 開 し つ づ け てい た。 カ プ リ島 の 彼 の も とに送 られ

る,《 民 衆 出身 の作 家 た ち 》 の大 量 の原 稿 を 通 読 して,こ れ に適 切 な 助 言 を

(4)B.レ1,JleHHH,CogHHeHHH,T。1,c.282.

(5)《nyTbnpaBIIbi》 ・N杢5,26fiHBapfl1914r.
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与 え つ つ,ゴ ー リキ イは 新 しい文 学 勢 力 の 組 織 者 と して,社 会 評 論 家 と し

て,そ して何 よ りも まず,注 目す べ き芸 術 家 一作 家 と して精 力 的 に 活 動 を進

め て いた 。

ゴー リキ イ の作 家 的成 長 に と って,カ プ リ時 代 は きわ め て重 要 な意 義 を も

つ。 そ の 初期 に お い ては,た とえ一 時 的 ・表 面 的 で あ った にせ よ,革 命挫 折

の の ち ロシヤ社 会 を 覆 った沈 滞 の現 象 は作 家 を 深 く憂 慮 させ,そ の重 苦 しさ

は,作 家 の周 囲に 波 紋 を か き立 て る革 命 党 の 内 部抗 争 に よ って拍 車 をか け ら

れ た 。 ゴー リキ イ は,沈 滞 と頽 廃 か らロ シヤが 脱 出す る道 を,《 建 神 主 義 》

へ の熱 中 に見 い だ そ うと した 。 そ の 苦 しい探 求 を端 的 に示 して い るのは 長 編

『臓 悔 』(1908年)で あ った 。 発 表 当時,賛 否 両 極端 の 騒 々 しい論 評 に よっ

て迎 え られた この作 品 につ い て,こ まか な分 析 に 立 ち入 る こ とは他 の機 会 に

譲 らなけ れ ば な らな いが,新 しい 生 活 創造 の課 題 を 農 民 の伝 統 的 生 活 理 念,

と くにそ の宗 教 的理 想 と気 分 に お い て解決 しよ うとす る試 み に おい て,そ れ

は 『母 』 の 作者 の 現 実 追 求 と して 一 歩 後 退 と 見 なけ れ ば な らな いが,同 時

に,そ れ は,試 行錯 誤 を通 じて,作 家 の眼 が 民 衆 の精 神 生 活 の深 奥 部 に ひそ

む 諸 矛盾 に深 く透 徹 した こ とに よっ て,つ ぎの時 期 に展 開 され る人 民像 創 造

の た め の重 要 な 契 機 を ゴー リキ イ の 中に 用 意 した とい うこ とを 指摘 して お こ

う。 『戯 悔 』 のあ と,ゴ ー リキ イ は厳 しい リア リス トと して,ふ たた び広 汎

な生 活 諸 相 を と らえ,戯 曲r最 後 の人 び と』(1908年)に は 警 察的 支配 の代

表者 た ち の形 象 を通 して ツ ァー リズ ム体 制 崩壊 の 宿命 性 を あば き,戯 曲 『ヴ

ァッサ ・ジ ェ レズ ノー ヴ ァ』(1910年)に お い て は 資 本 の論 理 の反 人 間性 と

ブル ジ ョワジ ーの 腐 敗 の プ ロセ スを 明 らか に し,中 編 『オ ク ロフ町 』(1909

年),『 マ トヴ ェイ ・コジ ェ ミャーキ ソの生 涯 』(1910～1911年)に お い ては,

《ロシヤ的 沈 滞 の地 方 の巣 窟 》 と して小 市民 世 界 の実 態,そ の社 会 心理 と世

界 観 を 映 し出 した 。 カ プ リの最 後 の時 期,作 家 の 創 作 的 関 心 は 次 第 に 自伝

的 系 列 へ と集 中 され て い った 。 自伝 三 部 作,中 編 『主 人 』,短 編 『マ カ ー ル

の生 涯 の 一 事件 』 そ の他,さ らに 『人 間 の誕 生 』 に 始 ま る 『ル ーシを め ぐ り
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て』 の連 作 短 編 お よび 回想 的 作 品 の多 くが この時 期 に 執筆 され,あ るい は構

想 が 立 て られ る。

1910年 代,新 しい高 揚 の 時 代 に 始 め られ た ゴ ー リキ イ の 自伝 的 系 列 へ の

集 中的 追 求 は,何 を 意味 す るのか 。

1912年10月,ゴ ー リキ イ はrルp… 一シを め ぐ りて』 の構 想 にふ れ なが ら,

つ ぎの ‡ うに 書 い た,「 私 は 一 連 の オ ーチ ェル キを 計 画 しま した …… 私

は,そ れ らに よっ て,ロ シヤ的 心 理 の 若 干 の特 質 と,私 の理 解 す るか ぎ り

の
で,ロ シ ヤ人 の も っ と も典 型 的 な 気 分 を線 描 してみ た い の です 。」 「…… この

タイ プの オ ーチ ェル キ の 中に,私 は,《 ロシヤ生 活 》 の ロシヤ的 心理 の

ま さ し く 《根 幹 的 な 》 あ る もの を 描 き出 した いゐ で す 。 そ して,こ れ らの

オ ーチ ェル キ に 『ル ーシ』 とい う共 通 表 題 を 与 え よ うか とい う,不 遜 な企 画

くの

を もち さえ した ので す ◎」

『ル ー シを め ぐ りて』 の諸 短 編 に 描 かれ るの は,作 家 の 初期 創 作 に よっ て

読 者 に はな じみ 深 い前 世 紀80～90年 代 初 頭 の 世 界 で あ る。 しか し,こ の こ

とは,《 今 日 》 の課 題 を ゴー リキ イが 回避 した とい う意味 で は な い。 ゴー リ

キ イ は指摘 した,一 一一 「ロシヤ の 誠実 な人 び との前 に か くも多 くの,巨 大 な

課 題 が 据 え られ た ときは か つ て なか った し,未 来 へ の道 を 照 ら し出す た め

に,過 去 の す ぐれ た 描 出が か くも きわ め て現 代 的 で あ る よ うな時 代 は か つ て
く　　

存在 しなか った。」 まさ しく,ゴ ー リキイが 自伝 的世 界を取 り上げ るのは,

そ の中で 一人の 《私 》の成長 の過程を 再現す るためではな く,《 屈辱の苦

さ》を心に刻みつけ て生 きてきた,過 去 のゆたか な,あ ま りに強烈 な印象に

み ちみ ちた素材の上 に,現 代 の緊急の諸問題を解決 す る武器を さぐるためで

あ り,歴 史的事実か ら離れず に,今 日的にな お意義を失 わない ところの,過

去 の諸現象を再吟味 し,人 民 生活の深奥部 の中か ら未来 の形成 に有効な諸要

〈6)《M・.ropbKHh.1>SaTepHaハbllincCハeAOBaHHfi》,H3A.AHCCCP,M.一 刀.,

T.1947,T.1,c.152,

(7)M.ropbKH逝,Co6.coq.,T.29,c.251.

(8)《 瓢,ropbKH営.M・aTepzaπblHvaccneAoBaHHfi》,T.1.c.298.
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素 を発 見 し,そ れ らを 統一・的 に結 晶せ しめ よ うとす る もの で あ った 。

ま さ し く,1905年 の 革 命 挫 折 の 要 因 の ひ とつ と して,非 プnレ タ リヤ大

衆 の いち じる しい部 分 が 革命 に お い て受 動 的 な 役割 しか 演 じ得 な か った とい

う事 実 を 無 視 す る こ とは 出来 な い で あ ろ う。 この時 点に おい ては,人 民 の 先

進 的 部 分 と他 の諸 階 層 とは そ の意 識 に お い て隔 絶 して いた 。 そ して,そ の後

の数 年 間 に,人 民 の意 識 は総 体 的 に は計 りが た く成 長 した に もか か わ らず,

いぜ ん,古 い 生活 慣 習 に呪縛 され た,膨 大 な階 層 が 取 り残 され て いた の で あ

る。 これ らの階 層 の動 向 こそ が,ロ シヤ の解放 運 動 の推 移 に深 くか か わ って

いた 。 「ブル ジ ョワジ ー と プ ロ レタ リア ー トは … … ロシ ヤ史 の この 《段 階 》

に お い て,《 ナ ロ ー ト》 に た い す る,大 衆 にた い す る影 響 に起 因 す る闘争 へ
くの

と踏み入 っだ」のであ る。解放 運動の高揚 の時代に書かれた 『ルーシをめ ぐ

りて』の 諸短編の中に(他 の 自伝的作品におけ ると同様),社 会的闘争か ら

は まだは るかに遠 く,そ の世界観において不安定な,と きには有害な偏見 と

観 念に毒 され た 人民 層の描 出に大 きな場所 が割かれて るのは偶然ではない。

歴 史の活動舞 台に まだ おのれ の姿を 示す ことを 知 らなか った,ロ シヤの

《ナ ロー ト》 の精神的風貌 とはいかな るものか。その創造的 エネルギー,そ

の積極的活動の能力はいか な るものか。 そ して彼 の中で勝利 を得 るのは何 か

理性か,偏 見か。 これ らの問題の解 明が,ゴ ー リキイに とって焦眉の課

題 となっていた。かつて ゴー リキイは,論 文r個 性の崩壊 』の中で,同 時代

の文学 の頽廃を批判 しつつ,ロ シヤ古典文学 の伝統を擁護 して書 いてい る,

「ロシヤでは どの作家 も真にす るど く個性的 であ ったが,彼 らのすべ て

をひ とつ の希求が結びつけ ていた それ は この国の将来 を,こ の国の人民

の運 命を,地 上におけ るこの国の役割 を理解 し,感 じ,推 測 した い とい う希

求だ…… 昔 の作家は何 を語 り,教 えたか?力 つ よい ロシヤ語をつ くり

出 した 自国の人民を信ぜ よ,こ の人民の創造力を信ぜ よ,と い うことだ。 こ

(9)B.H.JleHHH,CoqHHeHllH,T.18,c,352.
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の人 民 が 起 ち上 が る こ とに 力 を か し,こ の人 民 に近 づ け,こ の人 民 とい っ し

く　の

よに進 め,と い うこ とを だ 。」 い ま,ゴ ー リキ イ は,1910年 代 の歴 史 的状 況

の 中で,ロ シヤ文 学 の伝 統 的 な,そ して もっ とも今 日的 で もあ る国 民的 課 題

を,人 民 そ の もの の 立場 に お い て解 決 しよ うとす る。 『幼 年 時 代 』 の 中 の 力

つ よい宣 言 が示 して い る よ うに,作 家 は,ロ シ ヤ生活 の暗 い混 沌 の 中 か ら明

るい端 緒 が 生 まれ つつ あ る こ とを,「 あ らゆ る 家 畜的 な 厭 うべ き もの の」 あ

ぶ らぎった 層 を うち破 っ て,「 鮮 明 な,健 康 な,創 造 的 な もの」 が成 長 しつ

つ あ る こ とを,そ して,結 局 は 「光 あふ れ る人 間 的 な生 活 」 を 人 民 は再 興 す

くの

る とい うことを,深 く確 信 して い た。

そ して,そ れ ゆ え に,『 ル ー シを め ぐ りて』 の世 界 で は,生 活 現実 の苛 酷

な真 実 が 明 るい,ロ マ ン チ ッ クな 未来 の展 望 と融 け合 い,オ プチ ミスチ ック

な生 活 肯 定 の 見 解 が 深刻 な ドラマチ ズ ムの 内奥 か らほ とば しり出 る。 しか

し,こ こで は ドラマ チ ズ ムが作 品 の表 面 に現 わ れ るの は まれ で あ り,物 語 の

筋 は きわ め て簡 潔 で,事 件 ら しい 事件 は ほ とん どの場 合,直 接 的 な 描 出 の対

象 か ら除 外 され,わ ず か に 登 場 人物 の独 白 ・回想 ・対 話 の 中で 伝 え られ るに

す ぎな い。 ドラマ チ ズ ムは個 々の事 件 の中 に存 在 す るので は な く,作 家が 描

き出す と ころ の人 民 の 生活 画面 の うちに,主 人公 た ち の心 理 と気 分 と思想 の

うちに 内在 す るので あ る。

そ れ は苦 悩 す るル ー シで あ る。 凶作 の農 村,泥 潭 と廃 櫨 の 貧民 街,仕 事 と

パ ソを も とめ,群 を な して 国 の端 か ら端 まで放 浪 す る農 民 … … 放 浪 と貧窮

とは 健康 な労 働 意 欲 を 人 間 か ら奪 い去 る。 打 ち つ づ く不 幸 は,人 び とを 「疲

弊 した 生 国か ら引 きは な し,秋 風 が 枝葉 を吹 き ま くる よ うに」(「人間の誕生⊥

c.g)遠 い異 境 で の 流 浪 へ と 追 いた て る。 流 浪 の うち に彼 らはか つ ての 勤勉

な農 民 か ら 「や くざな連 中」 に 変貌 し,「 仕 事 を も とめ て」 各 地 を 歩 き廻 り

なが ら,「 働 くとい うことは,ど う しよ うもな くな って 強 請 とか窃 盗 と

(1ΦM.ropbKH益,Co6.coq.,T.24,c.66,67.

⑪M.ropbKmb,Co6.coq.T.13,c.185.
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い った,他 の 手 段 で は 口に糊 す るわ け に は いか な くな って,よ うや く始 め る

の で あ る。」(r女 」,C.126)し か し,も しも彼 らの うちに労 働 へ の意 欲 と能 力

とが 保 持 され て いた と して も,事 態 に 変 わ りは な か った。 「好 きな だ け働 く

人 もい りゃ,ま る っ き り働 か な い 人 間 もい る。 わ し らの と ころ じゃ,力 不 相

応 に 働 くけ れ ど,い いむ くいは さ っぱ りあ りは しな い … …」(「故人⊥C.216)

極 度 に 困難 な生 活 条 件 は,人 び との うちな る人 間的 諸 特 質 を磨 滅 させ,彼

らを そ の物 質的 状 態 とひ と しい精 神 的 貧困 へ と追 い つ め,人 民 生 活 の 暗黒 面

を 醸 成 す る。 『鳥 の罪 』,『谷 間 で』,『チ ーム カ』,rチ ャン グ ール に て 』な ど

の 諸 短 編 に は,人 民 生 活 に お い て 日常 茶 飯 事 と して繰 り返 され る 《黒 い ドラ

マ 》が 示 し出 され る。飢 えた 狼 の よ うな,荒 ん だ心 を もて余 す 人 び とは,一 一

瞬 まえ まで,あ るい は 打 ち とけ て語 り合 い,あ るい は仲 よ くウ ォ トカを酌 み

交 しなが ら,ご く些 細 な こ とか ら牙 をむ き 出 し,罵 り合 い,し ば しば 殺 人 事

件 に よ って幕 を 閉 じる暴 行 へ とつ っ走 る。

そ して,い っそ う深 刻 に恐 ろ しいの は,表 面 に現 わ れ た粗 暴 さ,野 蛮 さで

は な い。 短 編 『見 物 人 』 を見 て み よ う,軍 楽 隊 の劉 暁 と響 きわた る メ ロ

デ ィに つ つ まれ,正 装 した 兵士 た ちの行 進 の 中で,あ る将軍 の葬 儀 が お こな

われ る。 灰 色 の,よ どん だ 日常 に倦 み疲 れ た 町 の人 び とは,茅 屋 か ら,地 下

室 か ら,屋 根裏 か ら這 いず り出 して,行 進 の お こな わ れ る通 りへ集 まって く

る。 人 混 み に驚 い て,護 衛 の 憲 兵 の 馬が 暴 れ 出 し,人 垣 を な ぎ倒 し,そ して

一 人 の孤 児 の足 を蹄 鉄 で 踏 み つ け て しまった 。 数 日後,こ の怪 我 が 原 因 で死

ん だ 孤 児 を 運 んで,こ わ れ か け た二 輪 馬 車 が 墓 場 へ 向か う。 付 き添 うの は駅

者 と巡 査 が 一人 だけ … … だ が,こ の短 編 に おい て,孤 児 コー シ カ ・ク リュ

チ ャ リョー フの薄 幸 の短 い生涯 に も ま して真 に 戦傑 的 に恐 ろ しい のは,彼 に

た いす る プ リャジ ー リナヤ通 りの住 民 た ちの 態 度 で あ る。 コー シ カの雇 主 で

あ る製 本 屋 の グー シ コフは,皮 革 を購 入 す るた め に 少年 に渡 して おい た金 を

取 り戻 す と,「 足 が な け りゃ,て め えな ん か に 用 は ね え んだ ぞ 」 と言 い 残 し

て,見 物 の人 垣 の 中 に 消 え て しま う。 他 の 人 び とは 少年 の苦 悶を お も しろそ
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うに 眺 め るだ け で,彼 を 助 け よ うと手 を差 し延 べ る こ とは しな い。 や が て 見

物 に堪 能 す る と,何 ご とも なか った よ うに,安 らか な表 情 で,少 年 を路 傍 に

放 置 した ま ま 自分 の 家へ と散 っ てゆ く。 ま さ し く彼 らに と って は,「 世 界 中

の 出来 ご とは すべ て 自分 た ちの 見世 物 にす ぎな い」(C.323)の で あ り,そ の

価 値 規 準 は 「お も しろ いか,お も しろ くな い か」 に あ る。 葬 式一 般,と くに

貧 乏 人 の そ れ は,う ん ざ りす るほ ど見 慣 れ て い る し,自 分 の 貧乏 を見 せ つ け

られ る よ うな ものだ 。 だ が将 軍 の葬 式 とあれ ば,豪 華 で,に ぎに ぎ し く,そ

れ は お も しろ い。 そ して,憲 兵 の 馬 が 暴 れ だ して,一 人 の女 が 驚 いて顛 倒

し,眼 を まわす と,そ れ は人 び との笑 い を 誘 いだ す ほ どに お も しろ い。 しか

し,そ の お も しろ さは,蹄 鉄 に 踏 み くだ かれ て 血 を噴 く 少 年 の足 とい う,

お も しろ い 《見 世 物 》 に は比 較 す べ くもな い。 「血 とい うもの は,た え まな

き見 物衆 の こ とさ ら緊 張 した 注 意 を惹 きつ け るだ け の特 質 を有 して いた。 彼

らは い つ も,特 別 の 貧 欲 さで,こ とば もな く 血 を 眺 め るのだ これ も ま

た,こ の人 び との昔 か らの強 烈 な嗜 好 な の だ。」(C.323)人 び とは,葬 式 の行

進 も,失 神 した 女 の こ と も忘 れ て,少 年 の まわ りに 集 ま る。 しか し少年 の身

に それ 以上 の お も しろ い結 果 が 期 待 で きな い と知 る と,人 び とは少年 を見 限

って しま う。悲 劇 の結 末 と して孤 児が 墓 地 へ運 ぽれ る と き,そ れ は 人 び とに

と って 《見 世 物 》に も値 しな い,ご く有 りふ れ た,粗 末 な,お も しろみ の な

い 日常 茶 飯 事 で しか な い。 プ リャジ ー リナ ヤ の住 民 に お け る 《見 物 人 》気 質

これ は,小 市 民 世 界 の 動 物 的 エ ゴイ ズ ム,そ の社 会 的 無 関 心 と受 動性 の

典 型 で あ る。

『ル ーシを め ぐ りて 』 の諸 短 編 に お い て,ゴ ー リキイ は,ロ シ ヤ社 会 に欄

漫 す る小 市 民 的 思 想一 《MeucaHCTBo》 を と りわ け鋭 く摘 発 す る。 《MelqaH-

CTBO》 一 そ れ は,も と も と都 市 住 民 の小 所 有 者 階 層,小 商 人,零 細 手 工 業

者,職 人,下 級勤 務 員 な どか ら成 る階 層 にた いす る身 分 呼称 で あ った が,こ

の階 層 の性 格 で あ る と ころ の,社 会 的 視 野 の狭 小 さ,経 済 的 不 安定,打 算 的

生 活 感 覚 に よっ て小 市 民性 ・俗 物 根 性 の 意 味 で 使 われ る よ うに な った。 ゴ ー
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リキ イは,《Me皿aHCTBO》 の本 質 の 中に,人 類 の進 歩,社 会 の 発達 を妨 げ る

反 動 的 イデ オ ロギ ーの源 泉 を見 て いた 。 か つ て 彼 は,論 文r小 市 民 層 につ い

て の覚 書 』 の 中 で,《Me皿aHCTBO》 を 「支 配 的 な 諸 階級 の 現 代 の 代表 者 た ち

の精 神 の構 成 」 で あ る と指摘 して,資 本 主 義 制 度 の社 会 に おい て はそ れ が 一

つ の階 層 だ け で な く,こ の 制度 に 立脚 す るすべ て の階 級 を つ らぬ く思 想 で あ

る こ とを暴 露 し,そ の基 本 的特 徴 と して,「 奇形 的 に まで 発達 した所 有 の感

情,自 己 の 内外 の平 安 に た いす る張 りつ めた 欲 望,こ の平 安 を 乱 す おそ れ の
く　　　

あ るす べ て の もの にた いす る暗 い恐 怖 心 」 を まず 第一一に挙 げ てい る。 国 中に

生 活 の悲 惨 が 黒 い海 とな って氾 濫 す る とき,ロ シヤ の教 養社 会 は何 を して い

るのか。 ゴー リキ イは 問 いか け る。 短 編 『シ ャーモ フ邸 の タベ 』 には,知 識

人 た ちが,民 衆 の苦 悩 とは かか わ りな く,民 衆 の血 と汗 の犠 牲 の上 に,安 閑

と 優 雅 な 《知 的 》 娯 楽 に うち 興 じ,短 編 『ス ホ ミャー トキ ン邸 の夕 べ 』 で

は,飽 食 と無 為 に よ って時 間 を もて余 す実 業 家 た ちが,一 手 習 い おぼ え るた

め に一 万 ル ーブ リを投 じた とい う手 品遊 び に うつ つ を 抜 か して い る。 《平安

へ の 欲望 》 は民衆 の 中 の 《物 知 り》一 ア ン チ ーパ ・ヴォ ロ ゴー ノフ(「 ニー

ルシカ』)と イ ラ ー ク リイ ・ヴ ィルポ フ(r墓 地」)が 説教 す る恭 順 と受動 性 の

イデ オ ロギ ー とな り,最 下層 に 生 きる人 び との 《哲 学 》 「おれ は お まえ

か ら 何 も望 み や しな い 。 お まえ もおれ か ら何 も求め るな」(「ヵ リーニン」)と

い う,人 民 連 帯 の否 定 の プ ロパ ガ ンダ とな るの で あ る。

だ が,rル ー シを め ぐりて』 の 世 界 の基 本 的 思 想潮 流 は,生 活 の これ ら暗

い側 面 に よって の み 現 わ され て い るの で は な い。 作 家 の課 題 は,第 一 義 的

に,人 民 が所 有す る尽 くる こ との な い 力 をそ の源 泉 に お い て示 し出す こ とで

あ った 。 この世 界 の本 当 の主 人 公 た ち は,豊 か な精 神 的 資 質 を 本 来 的 に所 有

す る人 民 階 層 の 中 の人 び とで あ る。 生活 の現 実 の諸条 件 の も とで は そ の資 質

は,当 然 の ご と く,そ の発達 が妨 げ られ,曇 らされ,と きに は歪 め られ て い

た 。 多 くの場 合,そ れ は,矛 盾 し,複 雑 な,作 家 が 好 んで 言 った よ うに,

⑫1>LropbKH銑,Co6.coq.,T,23,c.341.
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《まだ らな 》(neCTP曲)個 性 で あ る。 しか し,こ れ らの形 象 の中 に は,大 な

り小 な り,人 民 の 巨大 な創 造的 可 能性 につ い ての 思考 が 含 め られ て い る。

不 幸 な,虐 げ られた オ ル ロ フの 百姓 女 は,母 とな る偉 大 な 瞬 間 の苦 痛 の中

を通 過 す る ことに よ って,驚 くべ き変 貌 を とげ た。 彼 女 の全 身 か ら発 す る精

神 的 輝 きは,以 前 に は そ の存 在 の 片鱗 さえ も予 測 しが た か った もの で あ る。

『人 間 の誕生 』 とい う,誇 らか な,壮 大 な,格 調 高 い 響 きを もつ 題 名 は,文

字 どお りの 意 味 ば か りで は な く,母 親 自身 のあ たか も精 神 的 再 生 を,そ の秘

め られた 内 奥 の資 質 の発 現 を も意 味す る もの と して,こ の小 さい短 編 に与 え

られ て い るの だ 。「こず る くて,お しゃべ りの」 料 理 女 ウス チ ーニ ヤ と,「 や

せ て ∫ 色黒 で,び っ く り した よ うに動 か な い 眼 を も った 娘 」 で あ る小 間 使 の

マ リヤ は,夏 の 夕暮 れ の休 息 の ひ と とき,す ば ら し く美 しい歌 を作 って,深

い 感動 を体 験 した 。灰 色 の 日常 の,あ くせ く した 家事 労 働 に 追 い廻 され ては

い て も,彼 女 た ち の中 で,ロ シヤ民 族 の 生 命 力 の あ らわ れ で もあ る と ころ

の,あ の力 つ よ く,優 し く,潤 い の あ る民 謡 の調べ を生 み 出す 才 能 の泉 は潤

れ る こ とが な い(「 歌はいかに作 られたか』)。腐 敗 物 の 臭気 が た だ よ う,穴 蔵 の

よ うな 地下 室 に住 む 《鼻 か け 》の麻 紐 作 りの女,マ ーシ カ と,そ の息 子 の,

小 児 麻痺 で 足 の動 か な い レー ニカは,悲 惨 な境 遇 の 中 に あ っ て,閃 光 を発 す

る人 間 的資 質 の輝 き 思 いや りを,い た わ りを,生 命 の尊 重 を,良 き もの

へ の憧 影 を失 うこ とが な い(rス トラースチ ・モルダースチ』)。

これ らの人 び との非 凡 な,秘 め られ た 可 能性 に実 現 の場 が 与 え られ な い と

す れ ば,そ れ は環 境世 界 に罪 が あ ろ う。 この 世界 の人 び とが 自分 の最 良 の 人

間 品 性 を ま こ うこ とのな い実 在 と して発 揮 す るの は,異 常 な,非 日常 的 な状

況,環 境 の現 実 の束 縛 か ら 内的 に 解放 され る モ メン トに おい て,換 言 す れ

ば,人 間 が 自分 を 日常 的 諸 関 係 か ら切 りは な した状 態 に お い てで あ る。 反 対

に,日 常 的 諸 条 件 の 中で は,主 人 公 た ち の 同 じ資 質 が 内的 矛盾 に,そ の否 定

的 諸 側 面 に 覆 わ れ て しま うので あ る。

この意 味 に おい て,短 編 『流 氷 』 に 登場 す る,大 工 組 合 の オ ーシ プ親 方 の
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形 象 は 注 目 され なけ れ ば な らな い。 これ は,『 ル ーシを め ぐ りて』 の 中で も

っ とも興 味 ぶか い,複 雑 な,《 まだ らな 》主 人 公 の一一人 で あ る。 物語 を通 し

て進 行 す るオ ーシ プの性 格 発展 は,す ぐに は と らえ がた い と ころが あ る。 優

秀 な 技 能 を も って い るが,組 合 で一 番 の怠 け 者 で もあ る,ず るが しこい 《百

姓 》(MY?ICMK)が,一 定 の状 況 の も とで は,誰 に も知 られ な か った 優 れ た 品

性 を 発 揮す る こ とが 出来 るの で あ る。 自分 と仲 間 の 生命 が 危 機 に さ らされ た

とき,オ ー シ プ老 人 は,平 素 の怠 け者 か ら突 如 と して 《指 導 者 漕こ変身 し,

事 態 に た い して平 然 と,果 敢 に対 応 し,有 無 を 言 わせ ぬ 権威 を も って仲 間を

導 き,危 機 脱 出の 偉 業 を な しとげ る。 そ して,氾 濫 す る川 を 渡 り終 えた あ と

で は,周 囲 の人 び とに と っては 同 じよ うに不 可 解 で あ るの だ が,こ れ また 突

如 と して彼 は 自分 の 日常 的 状 態 に 戻 って しま うので あ る。

オ ーシ プの形 象 の 性 格描 写,そ の外 面 的風 貌 の変 化 を 通 じて,ゴ ー リキ イ

の作 品 に お い て常 に特 徴 的 で あ る主 人公 の内 的 発 展 が み ご とに造 型 され てい

る。 短 編 の初 め のほ うで読 者 の前 に提 示 され る主 人公 は,得 体 の 知れ な い,

狡 猜 そ うな老 人 で あ り,「 ござ っば り した,均 斉 の とれ た体 つ きの百 姓 で,

バ ラ色 の頬 と,柔 か い首 の と ころで 細 か い輪 形 に キ チ ソ と撚 って あ る,銀 色

の,整 った 顎 髭」 が あ り,「 青 い,晴 れ やか な」,「 矢 車 菊 の よ うな眼 」 と,

「気 持 のい い,の べ つ しゃべ りつ づ け る」 テ ノー ルの 持 ち主 だ。 彼 にた い す

る 労 働 者 た ち の 態 度 は こ うだ,「 彼 は なん とい って も 《組 合 の)人 間

だ。 しか し年 寄 り連 中 は 彼 を 好 か な い,カ ラ骨 やみ の 道 化 者 とみ な して い

て,彼 の評 判 は す こぶ る悪 い。若 い 連 中 の ほ うは,彼 の お しゃべ りを 聞 くの

は好 き な くせ に,彼 にた い して は,気 に も とめ な い し,あ ま り信 用 も しな い

し,時 々は 意地 の 悪 い 眼 を 向け るのだ 。」(C.21)し か し,流 氷 が 始 ま って,

激 流 の中 に孤 立す る橋 杭 の と ころに 仲 間 とい っ しょに 取 り残 され た と き,オ

ーシ プの風貌 も,挙 措 もい っぺ ん に 変 わ った,「 オ ーシ プは な ん だか 少

し若 くな って,が っ し り して見 え る。 そ の赤 ら顔 のず るそ うで 愛 想 の い い表

情 が 消 え て,眼 付 きは 少 し くも り,厳 し く,敏 活 に眺 め る。 怠 け者 ら しい,
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よた よた した 歩 きぶ りも消 え て しま った 彼 は しっか り した,確 固 た る足

の運 び を して いた 。」(C.2g)「 そ れ は オ ーシ プ とは 別 人 の よ うに 見 えた,

顔 はふ しぎに 若返 って,見 慣 れ た もの の すべ てが そ こか ら 拭 い 取 られ て い

る。 青 い眼 が灰 色 に な って,背 丈 も半 ア ル シ ンほ ど高 くな った よ うだ … …」

(C.32)彼 は 人 び との 先 頭 に 立 って,川 を埋 め る 流 氷 か ら流 氷 へ と,岸 に 向

か っ て飛 び伝 い,簡 潔 な,適 切 な,力 つ よい 命 令 を つ ぎつ ぎ と発 す る。 しか

し,川 岸 に到 着 して危 機 が 解 消 して しま うと,オ ー シ プは,彼 の偉 業 を 《無

鉄 砲 》と して,《 人 騒 が せ 》 と して非 難 す る人 び との前 で,哀 れ な老 人 の役

割 に戻 って,顔 に鐵 を寄 せ,罪 人 の よ うに 眼 を 伏 せ,し ゃが れ 声 で 弁解 す

る,「 へ え,旦 那,わ しが み ん な の発 頭 人 で ごぜ え ま して … …大 祭 日の

こ とで ごぜ え ます し,ご 勘 弁 を,旦 那 … …」(C.38)

『流氷 』 は,コ ロ レン コ の 傑 作 短 編 の一 つ,『 河 は戯 れ る』 と内 容 的 に独

特 の創 作 的 呼応 関 係 を もつ もので あ る。1913年7月,ゴ ー リキ イ は,『 流 氷 』

を 含む 作 品 集 『遍 歴 者 の手 記 』 第 一部 を コ ロ レン コに 送 って,つ ぎの よ うに

書 いた,一 ・「… …r遍 歴 者 』 は 短編 『河 は 戯 れ る』 の 中か ら出た あ な

た の 言葉 で す,・ これ は 私 の愛 す る短編 です 。 私 の思 うに,そ れ は 《ロシ

ヤ の魂 》 一一一 年 働 い て,十 年 間 泥檸 とあ りとあ らゆ る混 沌 の 中で 休 息 す る

と ころ の,あ の 人 び との理 解 に お い て 私 を非 常 に助 け て くれ ま した 。 人 の話

で は,私 が 労働 者 た ち に,ロ シ ヤ史 に おけ るチ ュー リンの 役割 を テ ーマ と し

た講 義 をか な り成 功 的 に お こな った そ うです,私 の も とで は,ミ ニ ー ン

も,ボ ロ トニ コフ も,プ ガ チ ョー フも す べ て チ ュー リンた ち だ,と い う

こ とに な った の です!ど う した らい い の で し ょ う?《 事 実 が 法 則 か ら出

く　の

るの で は な く,法 則 が 事実 か ら出 て くる 》 とい うわけ で す 。」 ゴー リキ イが

コ ロ レソ コの短 編 の 中 で と くに 高 く評価 した の は,主 人 公 チ ュー リンの形 象

に お い て展 開 され た,平 素 に は深 く隠 され て い て,表 面 に 現 わ れ る こ との な

(1$《A.1>1.ropbKH荊HB.r.KopoJleHKo/nepenHcKa,cTaTbu,BblcKa3blBaHHfi/》,

rocJIHTH3皿aT,M、.,1957,c.69-70.
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い,ロ シヤ民 衆 の巨 人 の ご とき偉 大 な 可 能性 の主 題 で あ る。 オ ー シ プの場 合

と同 じよ うに,も の うげ な,怠 惰 な,酔 い どれ の チ ュー リンの中 か ら,川 の

氾 濫 の とき,男 ら しい決 断 力,理 性 的 エ ネル ギ ー,合 目的 の行 動 力が ほ とば

し り出 る。 そ して,こ れ らの人 間 的 資 質 の栄 光 は危 険 が去 る と と もに,チ ュ

ー リンの外 貌 か らは 消 え去 って しま うの で あ る。

しか し,主 題 とモチ ー ヴの共 通 性 に もかか わ らず,ゴ ー リキ イに あ って は

多 くの 点 で別 の意 義 が 付 与 され て い る。 と くに重 要 な こ とは,コ ロ レン コの

短 編 に お い て は取 り上 げ られ なか った 現 実 の 諸 矛盾 へ の解 明を,ゴ ー リキ イ

が 追 求 して い る こ とで あ る。 オ ー シ フ.の狡猜 さは,彼 の罪 で は な く,彼 の不

幸 で あ る。彼 が 生 き なけ れ ば な らな い所 有 者 の掟 が支 配 す る世 界,人 間 と人

間 の関 係 に,「 赤 裸 々な利 害 以 外 の,つ め た い 《現 金勘 定 》 以 外 の どんな き
ロの

ず な も残 さな い」 もの に 変 わ った世 界 の 雰 囲気 の中 で,彼 が ど う して 卒 直

に,誠 実 に,た め らい な く行 動す る こ とが 出来 よ う。大 工 組 合 の親 方 で あ る

と同時 に,自 分 の雇 主 の 下僕 で あ る彼 は,か つ て仲 間 の 一 人 が 評 した よ う

に,「 お まえ の 中 じゃ働 く人 間 は くた ば った が,主 人 は生 まれ なか った … …

だか ら,お まえ は,糸 に 吊 る され て忘 れ られ た 鍾 み た い に,一 ・生 隅 っ こで ぶ

らつ い て りゃい い んだ 」(C.21)と い う位 置 に 置 か れ,た えず 仮 面 を つ け て,

真実 の 自分 の 素顔 を覆 っ てい な けれ ば な らな い 。 この よ うな彼 の状 況 が つ ぎ

の よ うな 処 生訓 を 彼 の 中に 形 づ くる,一 「何 を し よ うと,ど ん なに 走 り廻

ろ うと,い い か い,ず るさが な け りゃ,嘘 が な き ゃ ど う した って生 きて

くらし

行 か れ や しね え,そ うい った 生活 さ,世 渡 りとは そ うい った ものな んだ,こ

いつ を 肝 に 銘 じて お きな … … てめ えが 山 に登 ろ うとす る と,悪 魔 が 足 を 引 っ

張 る とい うわ け さ… …」(C.39)こ れ は,危 険 な渡 河 作 戦 の 豪胆 な指 揮 者 で あ

り得 た 人 間 に とって,も っ と もふ さわ し くな い 思想 に見 え よ う。 しか し彼

は,不 正 が支 配 す る愚 劣 な 現 実 に 力 い っぱ い 挑 戦 し,一 瞬 の火 花 を散 ら し,

(1の マ ル クス,エ ンゲ ル ス 著,大 内 ・向坂 訳r共 産 党 宣 言」,岩 波 書 店.42ペ ー ジ。
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現 実 生 活 の よ ごれ に染 ま るい と まもな しに死 を いそ ぐ貴 族 文 学 の主 人公 で は

ない 。 彼 の 課題 は,《 ひ と と きの ヒ ロイズ ム 》 の激 発 に あ るの で は な く,生

きぬ くとい うこ と,そ の こと 自体 に あ るの だ 。傲 然 と大 空 を仰 い で そそ り立

ち,枝 を高 く張 り出す 樫 の大 樹 の よ うに で は な く,大 樹 を 吹 き倒 す 暴 風 の下

に身 を伏 せ て,大 地 に 固 くしが み つ く雑 草 の よ うに,い か に苛 酷 な条 件 の中

に お い て も生 きつ づ け て きた し,生 きな けれ ば な らな い 民衆 の生 の課 題 で あ

る。 この課 題 の遂 行 を貫 徹 す るた め に必 要 な ときに の み,彼 は 自分 の素 顔 を

明 らか にす る。 そ して,そ の必 要 がす で に去 っ て しま うと,彼 はふ た た び 仮

装 の 《自己 》に 帰 って,生 きつ づ け るの で あ る。 しか し,そ れ な らば,オ ー

シ プは,民 衆 は,み ず か ら環 境 の変 革 へ と起 ち上 が る ことは な い のか 。 短 編

の結 末 で,オ ー シ プが 語 る言 葉 は,こ の問 題 の解 明 に と って深 い暗示 に 富 む

もの に 思 われ る。 彼 は 溜 息 を つ きな が ら,言 うの で あ る,一 「人 間 の魂

に ゃ翼 が あ るだ よ,夢 の 中で 飛 ぶ だ よ… …」(C.40)

人 間 の魂 が 夢 で は な い現 実 に 飛 翔 を 一 瞬 の の ち 急 転直 下 の墜 落 に 終 わ

るそ れ で は な く,「 前 へ,よ り高 く,た え ず 前 へ,そ して,よ り高 く」 飛 び

つ づ け る飛 翔 を 始 め る のは,ど の よ うな条 件 の も とに お い て成 就 され る

か 。 ゴー リキ イの本 来 の 課題 は こ こか ら始 ま る。 ゴー リキ イは,あ た か も現

在 の 被覆 を 引 き裂 き,そ の裂 け 目の 中か ら,今 日の現 実 の諸 矛 盾 を 透 して未

来 の人 間 を見 よ うとす る ので あ る。

『ル ー シを め ぐ りて』 の世 界 に おけ る未 来 の主題 は,連 作 の諸 短 編 の 他 の

登 場 人物 の グル ー プに お い て い っそ う強 く,明 確 に追 求 され る。 これ らの人

び との性 格 と運 命 は 多様 で あ る。 しか し,こ れ らの人 び とを 結 び つ け る共 通

の要 素 が あ る。 それ は,人 間 の 労働 の偉 大 な 価値 の理 解 とい う土壌 の上 に 芽

生 え る新 しい世 界 観 の萌 芽 で あ り,現 存 す る人 間 関係 へ の不 同意 で あ り,別

の 原理 の上 に 生 活 を再 建 した い と願 う自然 発 生 的 な 希 求 で あ る。

そ う した 新 しい生 活 の探 求者 の一 人 が,短 編r女 』 の タチ ヤ ーナで あ る。

彼 女 は,ゴ ー リキ イの 初期 短編 の マ ー リヴ ァを彷 彿 とさせ,そ の後 身 とも思
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え る よ うな,美 しい,た くま しい,誇 り高 い 女 浮 浪 人 で あ る。 しか し,彼 女

は す で に,か つ て マ ー リヴ ァを 魅 了 して いた,あ の浮 浪 人 的 《自由 》に 満 足

す る こ とは 出来 な い 。 家 もな く身 寄 りもな く,ひ と り,ル ・一シの地 を さ ま よ

い な が ら,彼 女 は祈 りに 似 た思 いで ひ とつ の夢 を育 んで い る 未 開 の原 野

を ひ らい て,新 しい 生 活,新 しい農 村 を つ く りた い とい う夢 だ 。 そ の夢 が 実

現 され るた め に は,《 しっか りした 百姓 》 を伴 侶 と して得 さえ すれ ば 良 い の

だ,と 考 え る タチ ヤ ー ナは,た しか に,あ ま りに 粗朴 す ぎるで あ ろ う。 しか

し,こ の未熟 な観 念 の背 後 に は るか に大 きな,は るか に深 い何 か が 感 じ られ

は しな い だ ろ うか 。 人 間 関 係 の新 しい あ り方 に つ い て の渇 望,根 本 的 に生 活

を 改 造 した い とい う倦 む こ との な い 希 求,か ぎ りな い 人 間 へ の愛 が 燃 え た ぎ

って いな い だ ろ うか 。 「大 きな悲 しみ の 中で は 小 さい喜 び も大 き い もの だ …

… 」(C .151)と,タ チ ヤ ーナ は 語 る。 この 言葉 は 人 び との 心 か ら心 へ と こだ

ます るの で あ る。

『ル ーシを め ぐ りて 』 の世 界 の人 び と タチ ヤ ー ナや,《 忍耐 》 の教 義

に抗 議 す る ヴ ァシ ー リイ ・シ ラ ソチ ェフ(「 谷間で」)や,女 商 人 のみ せ か け の

愛 の犠 牲 者 グ ー ビ ン(「 グービン』)そ の 他 の 人 び とは,一 見 した と ころで は,

作 家 の 初 期 創 作 の 主 人 公 た ち コ ノヴ ァー ロフ,エ メ リャ ン ・ピ リャー

イ,マ ー リヴ ァな どの タイ プの浮 浪 人,《 引 き裂 か され た 》 人 び とに きわ め

て近 似 してい る。 しか し,こ の近 似 性 は ま った く外 面 的 で あ る。 ゴ ー リキ イ

の 初期 の 《引 き裂 か された 》 人 び とは,所 有 者 的 生活 機 構 を 燃 え る よ うな

敵 意 を こめ て憎悪 した 一一この ことの 中 に彼 らの力 が 存在 した 。 しか し,彼

らは環 境 世 界 を否 定 す るのみ で,何 らの 確信 もなけ れ ば,ア ナ ーキ ス チ ック

な 自分 の個 性 の ほ か に,何 ら現 実 に対 置す べ き ものを 持 ち 得 な い。 これ に 対

して,『 ル ー シをめ ぐ りて』 の 主 人公 た ち の中 に は,た とえ まだ 明瞭 な 形 を

と らず,と きに は無 意 識 的 で あ るに せ よ,人 間 の生 活 を支 え る創 造 的 労 働 に

裏 打 ち され た 積 極 的 ヒ ューマ ニズ ムの理 念が 生 き,育 っ てい る。 彼 らの現 実

否 定 は,浮 浪 人的 な生 活 蔑 視 に 基 因 す るので は な く,人 間 と生活 を愛 し尊 重
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す るゆ えに 現 実 の不 合理 な生 活 関 係 を是 正 しよ うとす る創 造 的 否 定 な の で あ

る。 彼 らの意 識 も,力 も,い ま しば ら くは未熟 で,ば らば らで,統 一 へ と

向か う道 は 瞼 しい 。 しか し,短 編 『彼 らは行 く… …』 に お け る,汽 船 で故 郷

に 向か う 百 姓 た ちの 力 つ よい声 一 「全 ロシ ヤを お れ た ち は 養 って や るん

だ!」(C.210)と い う言葉 は,す で に 始 ま った 歴 史 的 胎 動 に 呼応 す る民 衆 の

底 知 れ ぬ エ ネル ギ ーの激 発 を 予 測 させ る もので あ る。

ゴ ー リキ イは,1910年 代 の新 しい 社 会 的 高 揚 とい う 状 況 の中 で,す で に

go年 代 に お い て描 い た 同 じ現 実 を ふ た た び取 り上 げ,新 しい 時 代 の 諸課 題

の解 明 とい う視 点 か らこれ を 注 視 し,人 民 生活 の 中 に,以 前 にた しか めた も

の よ りもは るか に大 きな,積 極 的 な 諸 要 素 を発 見 し,人 民 の 創 造 的 可 能性 を

示 し出す ことに成 功 した。 これ らの問 題 は,『 ル ーシを め ぐ りて 』全 編 に語

り手 と して登場 す る 自伝 的 主 人 公 の 形 象 に お い て,い っそ う明確 に示 し出 さ

れ る。 か つ て 初期 創作 の語 り手 は,人 民 生 活 の探 求 の中 か ら,大 文 字 で書 か
ロの

れ る人 間 の概 念 を構 成 す る こ とが 出来 た 。 い ま,ゴ ー リキ イの新 しい語 り手

は,現 実 か ら何 を 引 き 出 し,い か な る理 念を 構 築 す る のか。

次 回 に お い て は,語 り手 の 形 象 を 中心 に検 討 しなけ れ ば な らな い。

㈲ 「ゴー リキイ の 初期創 作におけ る 語 り手 の形 象につ いて」,「人文研 究」,第32

輯。




